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▲新装なったゴミ集積所 

生
か
そ
う
、資
源
ご
み
 

紙
類
・
びん
類
・
金属
類

・布
類
 

減
ら
そ
う
、家
庭
ご
み
 

分
け
よ
う
、分
別
ご
み
 

ご
み
の
正
し
い
出
し
方
 

⑦ 	金木だより川II ItII II 

「2
4時
間
テ
レ
ビ

」
よ
り

入
浴

乾
燥

車

寄
贈
 

環境美化にと 

ゴミ集積所を新築 

若松町 丹 場 金 一さん 七
、
 

ん
 

町
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
「
二
十
四
時
間
テ

レ
ビ
」
チ

ヤ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
よ
り
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
入
浴
乾
燥
卓

が
約
ト
年
を
経
過
し
た
今
日
、
 

故
障
が
続
出
、
そ
れ
に
加
え
て

腐
食
も
目
立
ち
、
老
朽
化
が
激

し
く
進
ん
だ
た
め
に
軍
両
の
更

新
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
町
単
独
で
の
車
両
の
購
入

は
町
財
政
の
通
迫
の
た
め
困
難
 
 

で
あ
リ
、
再
び
コ

ー
十四
時
間

テ
レ
ピ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
貝

会
に
寄
贈
申
し
込
み
を
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
度
念
願
か
な
っ
て

新
型
軍
両
の
寄
贈
が
か
な
え
ら

れ
ま
し
た
。
 

入
浴
乾
燥
車
が
所
属
す
る
民

生
課
で
も
「
こ
れ
か
ら
も
福
祉

向
上
の
た
め
に
も
大
切
に
使
っ

て
い
き
た
い
」
 
と
は
な
し
て
い

ま
す
。
 

若
松
町
の
丹
場
金

一
さ
ん
が

地
域
の
環
境
美
化
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
ゴ

ミ
の
染
積
所
を

新
築
し
て
く
だ
さ
リ
、
地
域
住

民
か
ら
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
集
積
所
は
、
芦
野
公
園

近
く
の
国
道
三
三
九
号
線
ぞ

い

青
森
地
方
法
務
局
金
木
出
張
所

脇
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
野
積
み

さ
れ
た
ゴ
ミ
が
観
光
客
の
目
に

つ
き
や
す
く
、
ま
た
環
境
衛
生

的
に
も
好
ま
し
く
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。
 

こ
の
た
め
丹
場
さ
ん
が
環
境

美
化
の
た
め
に
も
と
新
た
に
建

設
し
た
も
の
で
す
。
 

あ
リ
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し

て
か
ら
出
そ
う
。
 

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
、
 

決
め
ら
れ
た
場
所
に
山
そ
う
。
 

台
所
の
生
ご
み
は
水
分
を

よ
く
切
っ
て
か
ら
忠
そ
う
。
 

危
険
な
ご
み
（
針
な
ど
）
 

は
厚
紙
に
包
ん
で
「
キ
ケ

ン
」
 

と
書
い
て
か
ら
出
そ
う
。
 

資
源
ご
み
（
新
聞
、
雑
誌

な
ど
）
は
集
団
回
収
を
利
川

す
る
か
、
再
資
源
業
者

へ
出

そ
う
。
 

再
利
用
で
き
る
び
ん

（
酒

び
ん
な
ど
）
は
販
売
店
で
引

き
取
っ
て
も
ら
お
う
。
 

ご
み
の
集
積
所
は
い
つ
も

清
潔
に
。
付
近
で
の
駐
車
は
 

▲新しい入浴乾燥車の前で車検証を受け取る町長（左） 

や
め
よ
う
。
 

八
、
家
電
製
品
な
ど
の
買
い
替

え
の
際
は
下
取
し
て
も
ら
お
 

・

つ
。
 

九
、
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
、
 

「
ご
み
」
 
か
 
「
資
源
」
か
を

考
え
よ
う
。
 



厄
を
払
っ
て
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

平
成
二
年
合
同
厄
払

い
 

平
成
二
年
の
金
木
町
合
同
厄

払
い
が
一
月
六
日
中
央
公
民
館

で
町
内
外
か
ら
男
四
十
二
歳
、
 

女
三
十
三
歳
の
百
ニ
十
四
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
 

今
年
の
厄
払
い
は
今
ま
で
と

は
趣
を
異
に
し
て
、
業
者
に
全

て
を
委
託
す
る
形
を
取
ら
ず
、
 

「自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち

の
厄
払
い
を
や
ろ
う
」
 
と
いう
 
 趣

旨
か
ら
、
角
田
豊
（
栄
町
）
 

さ
ん
ら
数
人
が
「
平
成
二
年
金

木
町
合
同
厄
払
発
起
人
会
」
を

組
織
し
独
自
に
運
営
を
し
た
も

の
で
、
式
典
の
始
ま
る
午
前
十

一
時
前
に
は
正
装
し
た
善
男
善

女
が
統
々
と
つ
め
か
け
、
会
場

は
華
や
か
な
雰
囲
気
を
か
も
し

だ
し
て
い
た
。
 

式
典
で
は
御
戯
い
を
う
け
た
 
 あ

と
、
代
表
に
選
ば
れ
た
方
々

が
荘
厳
さ
の
中
玉
串
を
さ
さ
げ

無
事
神
事
を
終
え
た
。
 

そ
の
後
の
祝
宴
で
は
、
気
の

合
う
同
士
が
思
い
思
い
の
場
所

に
陣
取
り
、
お
互
い
の
こ
れ
ま

で
の
労
苦
逸
楽
を
語
り
合
っ
て

い
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の

厄
払
い
は
、
金
木
地
区
と
嘉
瀬

地
区
に
大
き
く
別
れ
て
開
催
し

て
お
り
経
費
も
多
額
に
な
る
た

め
、
成
人
式
の
よ
う
に
町
で
主

催
し
て
本
当
の
意
味
で
の
合
同

厄
払
い
を
開
催
で
き
な
い
も
の

か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
 

‘
、I、
‘
、I
、
‘
（
、

1
・
、I？
、
、

‘
 

あ
な
た
の
善
意
 

一
、
街
灯
十
基
 

（
町
道芦
和
線
通
リ
）
 

か
な
ぎ
ソ
ー
イ
ン
グ
 

取
締
役
社
長
 

渋
谷
 
ま
き
さ
ん
 

一
、
十
四
イ
ン
チ
 

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
 

（川
倉
老
人
憩
の
家
）
 

中
谷
 
義
之
さ
ん
 

他
有
志

一
同
 

以
上
町
に
寄
附
し
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
紙
面
を
か
 

リ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

厄
年
に
つ
い
て
 

災
難
の
お
こ
り
そ
う
な
日
、
 

月
、
年
を
避
け
よ
う
と
す
る
呪

法
や
儀
礼
は
一
般
に
広
く
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
で
も

厄
年
は
古
く
か
ら
各
地
に
広
が

っ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
そ
の
他
の
年
祝
い
と

も
密
接
な
関
係
が
あ
リ
、
成
年

式
か
ら
つ
づ
く
通
過
儀
礼
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ふ
つ
う
男
は
二
十
圧
歳
と
四
 
 十

二
歳
、
女
は
十
九
歳
と
三
十

三
歳
で
男
の
四
十
ニ
歳
と
女
の

三
十
三
歳
と
を
大
厄
と
し
て
、
 

結
婚
・
新
築

・
旅
行
な
ど
に
さ

い
し
、
言
動
を
つ
つ
し
む
。
こ

う
い
う
数
字
に
固
定
し
て
き
た

の
は
、
中
国
の
陰
陽
道
（
お
ん

み
ょ
う
ど
う
）
の
強
い
影
響
が

考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
厄
の
年
の
本
厄
を
中

心
と
し
て
、
前
厄

・
入
り
厄
、
 

翌
年
を
後
厄
、
は
ね
厄
な
ど
と

よ
び
、
こ
の
三
年
間
を
忌
む
風
 
 習

も
広
い
。
厄
年
に
は
、
前
年

の
大
晦
日
や
そ
の
年
の
年
頭
、
 

あ
る
い
は
節
分
や
初
午
の
日
に

諸
種
の
呪
的
行
事
が
あ
る
。
 

神
仏
に
参
る
と
か
、
近
隣
知

己
を
招
い
て
の
共
同
飲
食
な
ど

で
あ
る
が
、
多
く
の
人
に
厄
を

分
担
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
 

一
種
の
年
取
リ
を
す
ま
せ
、
無

事
に
厄
年
を
お
え
た
い
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
 

（
「
日
本
百
科
大
事
典
」
 

小
学
館
よ
リ
）
 

"mm川m金木だより 

▲神妙に厄を払う出席者 

しめ縄 
藤枝村総代会が 

地元保食神社に奉納 
延べ70--80人の力作 
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金木病院力ルテぬ 

『下痢と腹痛』 

金
木
南

中
学
校
ス
キ

ー
部
 

県
大
会
で
男
子
総
合
優
勝
 

A総合優勝をかざったメンバー（右端は桑田隆幸監督） 

子
供
の
お
な
か
は
非
常
に
デ

リ
ケ
ー
ト
で
、
ち
ょ

っ
と
し
た

こ
と
で
お
な
か
を
こ
わ
し
た
り

し
ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
た
り
熱

が
出
た
り
す
る
と
お
な
か
に
負

担
が
か
か
り
、
下
痢
に
な
る
こ
 
 と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
あ
る
い

は
下
痢
に
な
ら
な
く
て
も
お
な

か
を
こ
わ
し
て
腸
の
動
き
が
急

に
早
く
な
り
、
お
な
か
の
痛
み

を
訴
え
た
り
し
ま
す
。
特
に
食

後
は
胃
に
物
が
入
る
と
正
常
で

も
腸
の
動
き
が
活
発
に
な
る
た

め
に
よ
け
い
に
腹
痛
が
強
く
な

り
ま
す
。
下
痢
が
な
い
の
に
腹

痛
が
あ
る
の
は
こ
の
よ
う
な
場

合
が
多
く
、
お
な
か
を
こ
わ
し

て
腸
の
動
き
は
早
く
な
っ
て
い

る
の
に
直
腸
に
は
固
い
便
が
つ

ま
っ
て
い
て
便
が
出
て
こ
れ
ず
、
 

こ
の
お
な
か
の
負
担
が
腸
の
神

経
性
の
チ
ク
チ
ク
し
た
痛
み
と

し
て
お
へ
そ
の
周
り
な
ど
に
出

て
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
と
き
に
は
胃
や
腸
に

更
な
る
負
担
を
か
け
な
い
よ
う

に
食
事
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
 
 な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
下
痢
を

す
る
と
、
水
分
が
便
か
ら
大
量

に
失
わ
れ
る
た
め
に
水
分
の
必

要
量
が
増
え
ま
す
。
こ
の
う
え

熱
が
出
た
り
す
る
と
な
お
さ
ら

の
こ
と
、
水
分
を
十
分
に
与
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
水
分
を

多
く
と
る
と
同
時
に
、
次
の
よ

う
に
食
事
に
も
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
 

⑥
食
べ
て
良
い
も
の
 

下
痢
の
は
げ
し

い
と
き
 

（
水模
様
）
 

白
湯
、
う
す
い
番
茶
、
重
湯
、
 

野
菜
ス
ー
プ
、
リ
ン
ゴ
を
す

り
お
ろ
し
た
汁
（
カ
ス
は
ダ

メ
）
、冷
た
く
な
い
ス
ポ
ー
ッ

飲
料
 

下
痢
が
回
復
ま
た
は
軟
便
時

お
か
ゆ
、
柔
ら
か
く
煮
た
う

ど
ん
、
食
パ
ン
、
ウ
エ
ハ
ー
 
 

ス
、
リ
ン
ゴ
、
う
す
い
味
喰

汁
、
じ
ゃ
が
い
も
の
裏
ご
し
、
 

塩
煎
餅
（
ベ
ビ

ー
用
）
 

⑥
食
べ
て
悪
い
も
の
 

冷
た
い
も
の
、
刺
激
の
強
い
も

の
 清

涼
飲
料
水
、
ア
イ
ス
ク
リ
 

ー
ム
、
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー
、
 

香
辛
料
、
ァ
ル
コ
ー
ル
 

脂
肪
の
多
い
も
の
 

揚
げ
物
、
バ
タ
ー
、
卵
、
肉
、
 

脂
肪
の
多
い
魚
、
粉
ミ
ル
ク
、
 

牛
乳
 

繊
維
の
多
い
も
の
 

豆
類
（
豆腐
）
、
い
も
、
ご
ぼ

う
、
わ
ら
び
、
ぜ
ん
ま
い
、
 

海
藻
、
野
菜
 

砂
糖
分
 

カ
ス
テ
ラ
、
ョ
ー
グ
ル
ト
、
 

果
物
、
プ
リ
ン
、
ジ

ュ
ー
ス
、
 

粉
ミ
ル
ク
、
お
菓
子
 

⑨ 金木だより田II liiiI 



3万1oEI/'t ノ麓Zひ蒲方編ズの幼でず 

い
ま
や
農
林
漁
業
就
業
者の
約
六
割

が
、
婦
人
で
す
。
そ
の
生
産
面
、
地
域

社
会
生
活
に
お
け
る
役
割
は
、
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
婦

人
の
地
位
、
役
割
評
価
は
依
然
と
し
て

低
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、
婦
人
の

能
力
も
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
昭
和
六
十
三
年
に
、
三
月
十

日
を
「
農
山
漁
村
婦
人
の
日
」
と
定め
、
 

農
山
漁
村
婦
人
の
地
位
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
 

陸運局から 

O自助車の名義変更・廃車手続き 
車検はお早めに．ク＠ 

3 月は名義変更や廃軍の手続きな
ど 施運支局の窓口は大変混雑しま
す。 これはI加助軍税が、原則として 
4 月 lII現在の登録に基づき課税さ
れるためです。 
このため3 月20口過ぎからの混雑

はひどく、処理能力の限界もあり、 
巾請粋の皆さんに、長時I川待っても
らうなどのご迷惑をおかけすること
になります。（通常30分→半日がかり） 

名義変更や廃車の手続きは、でき
るだけ 3 月201l以前に済ませてくだ
さいo（転売したり、スクラッフ’にし
ても、名義変更や廃'I〔の手続きをし
ない場合は平成 2年度の自動車税が
課税さわ．ます） 

また、 3 月は単検も大変混雑しま 
／ー、 

	

	す。 継続検査は、 1 ケ月前から受け 
てもイf効期間は不利益となりません
ので、早めに済ませてください。 
受付時間 

県農業青年大学 

受講生募集 

1 ．目 	的 
将米とも、hIl域農業の発展に貢

献し得る農業青年に、働きながら
学べる場を提供することにより、 
高度な農業技術、経‘肖「能力及び広
い視野を有する優れた本家農業の 

~~、 

Il加、手を育成するため、受講生を
募集する。 

2 ．受講資格 
次のすべての事項を満たすもの

とする。 
① 将米、農業により自立しよう

とするおおむね18歳以上の農業
背年。 

（②） 高等学校を卒業した者又は高
等学校を卒業した者と同等の学
力を有すると認められる者0 

（③） 市町村長または高等学校長の
推せんを得た者。 ただし、卒業
後、 1年以 h経過した者は市町
村長の推せん。 

3 ．募集人員 
50名とし、各部門別の募集人11 

はおおむね次のとおりとする。 
・果樹部門 	20名 
・野菜・花井部III,・・・20名 
・畜産部r'I 	lo名 

4 ．研修期間 
2 カイI三とすーる。 

5 ．研修内容 
原則として次のとおりとする。 

① 1 年次 
ア．農業の基礎的学習 

農業一般、作物又は家畜の 
生理、農業経営（基礎）、農産 
物流jtn. 農業金融、その他 
（年3 回、延べ 9 日） 

ィ．体験学習 
県内外の農家で 3 カ月以上 

の留らを研修で高」災な生産技術 
及び経営感覚をイ本得する。 

（②） 2 年次 
高度な営農技術及ぴ経営管

理能力の習得 
農業生産技術、農業経営（応

川）、経営診断、i没計、農業簿 
‘己、そのイIlL（年 4 回、延べ12 

i:i ) 
農業機械lりf修 
農業機械の技術習得、 トラ

クターの運札ミ免許、 2 級機械
士及び農業機械整備 

体験学習 
自宅の農業経営の中でプロ

ジェクト活動を通して、iiり題
意識及び経」i;i「改善意識を培う 

6 ．願書提出締切日 

平成 2年 3 月10日 
7 ．選 考 

選考は 3 月「11旬に書難遺考によ 
り行う。 

8 ．応募手続 
① 受講応募者は次の書類を所轄 

農業改良普及所に提出するもの 
とする。 

受 講 願 
身 1-.調書 
父兄同意書 
学校長推騰1●干（在学者のみ） 
市町村長推薦書 
健康診l折書 

② 受講応募者力晴i町村長の推せ
んを得ようとする場合は次の書
類をi肝I井す長に提川するものと
する。 

受講推せ・ん書 
身上調書 

〈③） 農業改良普及所長は受講応募
者からの書類を取りまとめ、青
森県農業指導課長に提iilするも
のとする。 

9 ．経費及び教材 
① 受講に要する経費は予算の範

囲内で県が負担する。 
② 県で作成したテキスト、教材

等は無償配付とする。 
③ 先進地農家留学研修に要する

経費のー・・部を全国農村i'I少年教
育振興会が負担する。 

10．修 了 等 
① 修了者には修了証書を授与す

る。 
② 終了者で県が行っている高度

営農研修等に参加したもののう
ち、特に優れた農業成年を青森
県青年農業 l：に認定するととも
に、海外派遺研修の参加につい
て配慮する。 

@） 農業経営に関する各種制度資
金の借人れを優先的にあっせん
する。 

11．詳細については、最寄りの農業
改良普及所又は県農林部農業指導
課に問い合わ・せてのこと。 

◆青森県農林部農業指導課 
農村青少年教育班 

'eti1ti 0177-22-1111 
〈内線〉 3225 

1l ll 	8:45~12：叩 1'- II 	8:45-12:00 
13:00-16:00 

hHuiII 	 8:45-11:30 
（第 2 ・第 4 土曜日は休JIA 〕 

場 所 
東北巡輸局背森陸運支局 
青森市大字浦町字奥野88-6 

IltOl 77-75--] 121 
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弘前高校通信制 

学 生 募 集 

県立弘前高等学校では、平成 2 年
度の学生を募集しています。 

自宅とIiI眠スクー I) ング（畳間） 
で学習しながらリポートを作成し、 
規定の単位を修得しますと高等学校
卒業の資格が得られます。 

職業や年齢に関係なく学べますの
で、いろいろの立場の人迷がおり、 
勉学にスポーツにー生懸命です。 

また、全日1111や定時制高校で取得
した単位を生かして、i僕当する学年
へ転i入・編入もできます。 

さらに、希望する科目だけを殿修
する 「科 lI受講」 の制度もあります

人！学願書．入'7:案内は I 20円切
手をトり対し、下記へ請求してくださ
い。 返舌i」「」封筒は不嬰です，, 
川願期限は 3 刀 5 日～ 4 月7'lです， 

なお、就学前の子供さんのための
託児所も設けております。 その他、 
学習の仕方など詳しいことを知りた
いかたは下記へ御連絡ください。 
〒036 
弘前市新寺町一番地一号 

青森県立弘前高等学校 通信制 
lEO I 7 2-3 2-94 24 

暮らしと電気安全 

O省エネルギー月間 
2 刀は省エネルギー対策を広くI司

民巡動として進めるため、昭和52年 
2 )1から毎年 2)」に啓発活動を行っ
ています。 

今IIでは、表面的なエネルギーの
術要緩和や価格安定の流れによって
省エネルギー意識の低迷も見られま
すが、本月問の行事などを通じ、省
エネルギーの爪要竹三に関するII淵脱と
理解を・・層深める必要があります。 
ところで電気こたつには、マット

を敷き大きめの掛けフトンに毛布を
併川すると、約15％も省ェネとなり
ます。 温慶調整は、増初は 「強」 で
早く暖め、後は 「弱」 とこまめに調
整しましょう。 

国民年金情報 

回こんなとき、こんな年金が 
国民年金には、大きく分けて ゾ’ 

の年金給f」・があります。 
1 ，年をとったとき、65歳から支給
される老齢基礎年金 

2. 病気やケガなどのために障害者
になったときに支給される障害基
礎年金 

3. 不幸にして死亡されたときに、  

残された家族に支給される遺族基
礎年金 
これらの国民年金の管理・運‘営は、 

国が責任をもってあたり、みなさん
の仙1険料のほかに国が年金領の3 分
の】を負担しています。 

また、年金額は物価 L昇に合わせ
て毎年スライドしていきますので「I 
減りすることはありません。 
これらの年金を受けるためには、 

岡民年金に加入し、毎月キチンと保
険料を納めていなければなりません， 
保険料を納めていないと、年金を受
けられなかったり、年金留iが減らさ
れたりすることがあります, 

裁判所から 

＠違憲立法審査権0) 1 なし 
違憲立法審：査flliとは、法令や行政

庁の処分が「IIの最高法規である憲法
に違反する無タ！りなものでないかどう
かを裁判所が審査する権限のことで
あり、 三柿i分・立の梢神の表れです。 
この権限は、最高裁判所だけでなく
高等裁’問所や地方裁判所といった下
級裁判所も行使することができます
が、その行ィ史がされるのは、具体的
な事件の裁判で結論をl'sすために、 
その法令や処分が憲法に遠反するか
どうかを判断する必要が生じたとき
に限られます。 また、高度に政治的
な問越に関する法令や行政庁の処分
については、違憲立法審査権の行使
にー定の制約があるものとされてい
ます。 これまでに最高裁判iりiがこの
違憲：江法審査権を行便して法iltを違
憲とした例としては、薬局のり齢受許
可についてー・定の距離●川り4を設ける
ことを認めていた薬事法の規定が職
業選択の自山を仙1障した憲法22条 1 
ザ（に違反するとしたものや、通常の
殺人りI'の場合よりも柚i端に垂い刑罰
を定めた刑法の尊属殺人りIlに関する
規定が法ク丁ドの平等を定めた憲法14 
条 I iTtに違反するとしたものなどが
あります。 

母子家庭の方々 

の た め に 

〈児童扶養手当〉 
★支給対象 
何らかの理山により、父と生計を 

I'Jじくしていない】8歳米満の児童を
養育している場合又は父が心身に障
害のある場合に、その児意を賛育し
ている爆（又は整育者〉に対して児
童扶費乎当が支給されます。 

ただし、児童が施設に入所したり、 
Iサ（又‘よ養rr者）若しくは児童カ‘IIlI 
民年金（老I船福祉年金を除く。）、Iゾ
生年金、恩給などの公的年金を受l」 
ているとき、または児童が年金の加
算の対象になっているときは支給さ
れません。 
★手 当 額（平成元年 4 月改正） 
0全部支給の場合 
児散 1 人 JI 額 35.100円 
児童 2 人 月額 40.100111 
3 人以 I.. I-.記に2.000円ずつ加算 

0ー部支給の場合 
児鍬 1人 月観 23. 5001') 
児童 2 人 月額 28.500円 
3 人以上上記に2.000円ずつ加紳： 

（所得制限があります。） 
〈特別児宣扶登手当〉 
★支給対象 

梢神又は身体に障害のある20歳米
満の児童を監護する父又は母、若し
くはその養育者に特別児童扶養手当
が支給されます。 ただし、対象児童
が施設等に入所している場合は支給
されません。 
★手 当 額（平成元年 4 月改正） 

O1級 J1奮( 42.600FJ 
O2 &)1 i 28.400F'J 

（所得制限があります。） 
〈母子・寡婦福祉年金〉 

母イ二家庭・寡婦に対し、経済的自
立の助成と生活意欲の助長を凶るた
め、各種資金の貸付を行っていますb 
★貸付資金の種類 

0事業開始‘資金 く）事業継続資金 
0就職支度資金 0技能習得資金 
0住宅資金 0転宅資金 
0療費資金 0生活資金 
0南'I婚貴金 	0就学支度資金 
0修業資金 	くフ児童扶養資金 
くつ修学1資金 

〈母子家庭・寡婦及び父子家庭介護
人派遣事業〉 
心制杓な傷病のためH常生活を営

む hで支陣があり．かつ介護を行う
者を得ることが困難な母子家庭、父
子家庭、寡婦の方に対し、無料で介
護人を派遺し、必要な介‘護及び保育
等を援助する制度です。 
〈母子家庭児童医療給付事業〉 
児童の健康の保持と福祉の増進を

図るため、県の」り’成をうけて市町村
が母子・家庭等の児童に対して臓療費
のI功I,父をする制度です。 

(i'i得制限カ‘あります。） 
★給付対象者 

イ、「サ子家庭の母が扶養する義務
教育終了前の児童。 

ロ、父母のない義務教育終 f前の
児1忙， 

く過児等捜護対策事業〉 
母 f・父子家庭の児童を励まし、 

その健全な脊成を馴iうため、入学・
卒業等に際し．県の助成をうけて市
町村が祝金等を支給する制度です。 
★給付対象者 

イ、母子家庭及び父子家庭の義務
教育終了前の児童。 

ロ、父母のない義務教育終 f前の
児童o 

★給付内容 
人学祝金 小中学校 7 .000I'j 
卒業祝金 ‘ト 学校 10.000PI 
激励金品 年 I I'll 

〈母子福祉センター〉 
雌子家庭の母及び子又は寡婦の方

々からの各種の相談に応じ、将米経
済的に自立していくための生業指導
を1・iってし、ます、 
0青森県α母子禍祉七ンタ・ー 

r,',-(1合荘」 
青森dHi江字江渡97の 1 

〈母子休養ホーム〉 
母了・家庭の方々が、レクリエーシ

ョンその他休養のために利川できる
施投です。 
0鶴田町字大沢71の 4 「はるか荘」 
0 三沢市淋代平116 「やすらぎ荘」 
※詳しいことは役場民生課へお間い
合わせくださいo 

11153-2111 iI92I8 



IIllII川川“金木だよ り ⑩ 

~  
P 

籍 
の 

【

、

、
 

,
..I
 

十
ニ
月
届
出
分
 

お
め
で
と
う
 

（縄
維
 

（競
熱
 

（証
ゆ
「
ほ
 

(

”
」
 秀
「
 

三
L
 
健
悟

菅
野
 
沙
織

大
橋
 
勇
太

原
田
 
明
奈

長
尾
 
修

原
田
 
知
英

成
田
 
静
哉

田
巾
未
菜
美
 

勇
 

勉
 

清

一

英
光

修
治

豊
 

淳

一

健
弥
 

嘉
 
瀬

金
 
木

喜
良
市

中
柏
木

金
 
木

中
柏
木

喜
良
市

金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

併

）稲
垣
村

義
則
）
喜
良市

正
則
）稲
垣
村

光
男
）喜
良
市

鉄
太
郎
）稲
垣
村

良
蔵
）喜
良
市

博
）
埼
玉
県

徳
義
）神
 
原
 

お
 
く
 
や
 
み
 

 

83 67 86 73 52 84 73 88 74 
才才才才才才才才才 

 

嘉 嘉 金金嘉 金喜 金金 
良 

瀬 瀬 木木 瀬木市木 木 

9
1才
 
喜
良
市
 

8
0才
 
金
 
木
 

一
月
届
出
分
 

学
 

正
彦

尋
嗣

昭
久

秀
治

弘
樹

一
季

清
仁

一
宏

明
人
 

喜
良
市
 

喜
良
市
 

金
 
木
 

金 川 蒔 金川 金 金

木倉 田 木倉木木 木
 

嘉
 
瀬

喜
良
市
 

金神 喜 金神 金喜 嘉 嘉 嘉 嘉 
良 	 良 

木 原 市 木 原 木 市 瀬 瀬 瀬 瀬 

80 68 59 68 76 68 25 81 86 36 61 83 49 
才才才才才才才才才才才才才 

~、、 

’ふ ・、，、 

~ ノ 

潤 紀ちゃん 	真理奈ちゃん 
12)1 2611生まれ 	 12)i 2811生まれ 
体垂 2.860g 	 体重 3.690g 
嘉瀬下派立 	 金木沢部 

内海勝博さんの 2男 	白川 学さんの長女 
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健 悟ちゃん 
12月 lII生まれ 
体重 3.4109 
嘉瀬 I..新町 

三上 勇さんの 2 男 

さ 	おり 

沙 織ちゃん 
11 flu 301一1生ま ll 
体重 3.428g 
金木朝Ii町 

菅野 勉さんの長女 


